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本紙調査 

阪
神
高
速
の
発
表
に
よ
る

と
、
現
在
は
管
内
約
2
5
8

㎞
の
う
ち
約
91
㎞
で
更
新
事

業
を
実
施
中
。
し
か
し
、
2

0
1
4
年
（
平
成
26
年
）
か

ら
点
検
を
強
化
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
更
新
が
必
要
な

箇
所
が
新
た
に
約
22
㎞
判
明

し
た
。
対
策
と
し
て
、
約
2

千
億
円
の
更
新
事
業
が
必
要

と
し
て
い
る
。

橋
梁
で
は
、
例
え
ば
阿
波

座
Ｊ
Ｃ
Ｔ
の
場
合
、
鋼
製
高

欄
の
内
部
が
損
傷
。
3
号
神

戸
線
で
照
明
柱
が
転
倒
し
た

の
を
受
け
、
鋼
製
高
欄
の
全

数
で
内
部
を
緊
急
点
検
し
た

結
果
、
判
明
し
た
。

軽
量
で
耐
久
性
・
排
水
性

の
あ
る
新
し
い
部
材
に
取
り

替
え
る
方
針
だ
。

ま
た
、
5
号
湾
岸
線
深
江

浜
付
近
で
は
、
Ｕ
リ
ブ
の
あ

る
鋼
床
版
に
疲
労
に
よ
る
デ

ッ
キ
プ
レ
ー
ト
進
展
き
裂
が

発
生
し
て
い
た
。
従
来
の
鋼

床
版
下
面
か
ら
の
点
検
に
加

え
、
舗
装
上
面
か
ら
も
き
裂

を
特
定
で
き
る
非
破
壊
検
査

で
判
明
し
た
も
の
。

進
展
き
裂
が
進
む
と
貫
通

き
裂
に
発
展
し
、
路
面
陥
没

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
Ｓ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
（
鋼
繊
維
補

強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
舗
装
に

変
え
、
鋼
床
版
の
剛
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

阪
神
高
速
は
２
千
億
円

22
㎞
で
新
た
な
更
新
へ

鋼
製
高
欄
の
内
部
損
傷
、
鋼
床
版
は
疲
労
亀
裂

高速５社の新たな更新計画 概算事業費１兆５千億円
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
が
１
兆
円
と
発
表

首
都
高
は
３
千
億
円（
昨
年
末
公
表
）

東
日
本
高
速
道
路
会
社
（
東
京
都
千
代
田
区
、
由
木
文
彦
社
長
）、
中
日
本
高
速
道
路
会
社
（
名
古
屋
市
、
小
室
俊

二
社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
西
日
本
高
速
道
路
会
社（
大
阪
市
、
前
川
秀
和
社
長
）の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
3
社
は
1
月
31
日
、
共
同

会
見
を
開
き
、
新
た
な
更
新
計
画
の
概
算
事
業
費
が
3
社
で
計
1
兆
円
に
な
る
と
発
表
し
た
、
阪
神
高
速
道
路
会
社（
大

阪
市
、
吉
田
光
市
社
長
）は
同
月
27
日
、
2
千
億
円
の
新
た
な
更
新
計
画
を
発
表
。
首
都
高
速
道
路
会
社（
千
代
田
区
、

前
田
信
弘
社
長
）
も
昨
年
末
、
3
千
億
円
と
し
て
お
り
、
5
社
で
計
1
兆
5
千
億
円
に
な
る
。
今
回
の
事
業
対
象
は
、

5
社
の
延
長
合
計
の
5
％
。
今
後
、
経
年
劣
化
と
と
も
に
更
な
る
更
新
が
必
要
に
な
る
と
み
ら
れ
、
国
土
交
通
省
は
開

会
中
の
通
常
国
会
に
有
料
期
限
を
延
長
す
る
法
案
を
提
出
す
る
。（
関
連
記
事
3
面
）

高欄内部の断面欠損など
（阪神高速道路会社提供）

こ
の
5
社
と
本
州
四
国
連

絡
高
速
道
路
会
社（
神
戸
市
、
後
藤
政
郎
社
長
）
の
計
6
社

が
本
紙
の
取
材
に
回
答
し
た

更
新
事
業
費
は
5
兆
3
7
5

5
億
円
。
今
回
の
新
た
な
事

業
費
と
合
わ
せ
る
と
、
総
額

6
兆
8
千
億
円
の
規
模
に
な

る
。6

社
が
2
0
2
1
年
度
末

ま
で
に
契
約
し
た
の
は
2
兆

4
千
億
円
で
、
差
し
引
き
4

兆
4
千
億
円
の
発
注
が
今
後

見
込
ま
れ
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
3
社
は
12
年
、

合
同
で
「
長
期
保
全
等
検
討

委
員
会
」を
設
置
し
、更
新
事

業
の
必
要
性
や
そ
の
対
策
を

検
討
。
14
年
に
同
委
員
会
か

ら
提
言
を
受
け
、
15
年
か
ら

事
業
を
進
め
て
い
た
。

そ
の
後
、
定
期
点
検
に
加

え
、
変
状
箇
所
に
お
け
る
点

検
技
術
の
高
度
化
を
踏
ま
え

た
詳
細
調
査
の
実
施
に
よ

り
、
新
た
な
劣
化
や
そ
の
進

行
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
同

委
員
会
で
劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
や
更
新
の
必
要
性
を

審
議
。

そ
の
結
果
の
「
中
間
と
り

ま
と
め
」
が
提
出
さ
れ
た
こ

と
受
け
、
3
社
と
し
て
の
更

新
計
画
を
策
定
し
た
。

４
兆
４
千
億
円
の
発
注
見
込
む

従
来
発
表
と
合
わ
せ

滄浪橋の劣化状況（中日本高速道路会社提供）

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公

社
（
福
岡
市
、
喜
安
和
秀
理

事
長
）
の
福
岡
事
務
所
は
、

同
市
博
多
区
の
福
岡
高
速
2

号
線
で
実
施
中
の
「
博
多
駅

東
〜
榎
田
橋
梁
補
修
工
事

（
Ｒ
3
―
1
）」（
注
１
）
の

う
ち
鋼
橋
塗
替
え
工
事
で
、

「
活
膜
」を
残
し
て
活
用（
注

2
）
す
る
た
め
、「
ボ
タ
ニ

カ
ル
ブ
ラ
ス
ト
工
法
」（
注

3
）
を
国
内
で
初
め
て
採
用

し
た
。

福
岡
高
速
道
路
の
一
部
の

鋼
橋
で
は
、
塗
装
の
下
地
が

健
全
で
あ
る
も
の
の
、
建
設

時
の
工
場
と
現
場
で
の
各
塗

装
と
の
間
の
Ｍ
Ｉ
Ｏ
層
（
注

4
）
で
層
間
は
く
離
が
発

生
。そ

の
ぜ
い
弱
な
塗
膜
が
台

風
な
ど
の
強
風
時
に
高
速
沿

線
に
飛
散
す
る
事
象
が
発
生

し
て
い
た
。

一
般
的
に
、
ぜ
い
弱
な
塗

膜
の
除
去
は
サ
ン
ダ
ー
な
ど

動
力
工
具
を
使
う
。

し
か
し
、
作
業
員
の
力
量

や
感
覚
に
頼
る
た
め
、
仕
上

が
り
品
質
を
一
定
に
保
つ
こ

と
が
難
し
く
、
時
間
も
か
か

っ
て
い
た
。
ま
た
、
標
準
的

な
ス
ラ
グ
系
ブ
ラ
ス
ト
で
は

健
全
な
下
地
も
除
去
さ
れ
て

し
ま
う
。

そ
こ
で
、
健
全
な
下
地
を

残
し
つ
つ
、
ぜ
い
弱
部
だ
け

を
除
去
で
き
る
植
物
性
の
研

掃
材
を
使
う
ボ
タ
ニ
カ
ル
ブ

ラ
ス
ト
を
採
用
し
た
。

同
事
務
所
保
全
課
は
橋
梁

通
信
社
の
取
材
に
、「
今
回

の
工
事
は
試
験
施
工
と
い
う

位
置
付
け
。
今
後
、
経
過
観

察
を
行
っ
て
問
題
点
な
ど
が

な
け
れ
ば
、
同
種
の
ぜ
い
弱

部
の
塗
膜
除
去
に
展
開
し
て

い
く
予
定
」
と
答
え
た
。

工
事
の
元
請
は
、
広
成
建

設
（
広
島
市
、
半
田
真
一
社

長
）。
塗
替
え
工
事
の
素
地

調
整
1
次
下
請
と
同
工
法
の

実
用
化
は
、
極
東
メ
タ
リ
コ

ン
工
業（
兵
庫
県
宝
塚
市
、小

寺
悟
史
社
長
）が
担
当
し
た
。

（
関
連
記
事
4
面
）

国
内
初
採
用

活
膜
残
し
て

ボ
タ
ニ
カ
ル
ブ
ラ
ス
ト
工
法

ど
こ
の
国
の
話
な

の
か
、
聞
く
の
を

忘
れ
た
。
そ
の
国

に
は
我
が
国
の
会

社
法
に
似
た
ル
ー

ル
が
あ
り
、
会
社
は
決
算
を

公
告
す
る
★
情
報
は
ネ
ッ
ト

で
開
示
す
る
の
が
一
般
的
だ

か
ら
、
誰
で
も
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
あ
る
橋
梁
関
係
の

会
社
の
決
算
公
告
が
業
界
の

注
目
を
集
め
た
。「
発
注
は

高
速
道
路
会
社
か
ら
の
大
型

案
件
が
大
多
数
を
占
め
、
国

土
交
通
省
や
地
方
自
治
体
か

ら
の
発
注
は
低
調
に
推
移
」

し
た
と
の
こ
と
★
我
が
国
と

同
じ
名
前
の
役
所
は
、
そ
の

国
に
も
あ
る
よ
う
だ
。
公
告

は
次
の
よ
う
に
続
く
。
こ
う

し
た
状
況
で
は
、
経
営
資
源

の
量
が
そ
の
ま
ま
受
注
に
結

び
付
く
★
そ
の
結
果
、
大
型

案
件
に
対
応
で
き
る
企
業
の

み
が
受
注
を
確
保
し
、
経
営

資
源
の
乏
し
い
企
業
は
応
札

に
も
参
加
で
き
な
い
、
と
。

そ
れ
は
「
二
極
化
現
象
が
鮮

明
に
」
な
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
★
だ
か
ら
、「
国
土
交

通
省
や
地
方
自
治
体
か
ら
発

注
さ
れ
る
新
設
鋼
橋
の
受
注

競
争
は
、
企
業
の
生
き
残
り

を
か
け
た
し
烈
を
極
め
る
も

の
と
」
な
っ
た
★
公
告
は
当

た
り
障
り
の
な
い
文
章
が
一

般
的
な
中
、
実
に
率
直
に
実

情
を
伝
え
、
我
が
国
に
も
問

題
を
突
き
付
け
る
。（
続
く
）

福北公社

1
兆
円
の
事
業
費
の
う

ち
、
橋
梁
関
係
は
、
桁
の
架

替
・
充
て
ん
剤
の
再
注
入

（
延
長
約
30
㎞
、
上
下
線
別

の
延
べ
延
長
約
50
㎞
）
に
約

2
5
0
0
億
円
、
床
版
取
替

（
同
20
㎞
、
30
㎞
）
に
約
4

5
0
0
億
円
。

対
象
は
、
神
奈
川
県
・
西

湘
バ
イ
パ
ス
の
滄
浪
（
そ
う

ろ
う
）
橋
な
ど
が
挙
が
っ
て

い
る
。

注
１

上
部
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
工
、
止
水
工
、
高

欄
補
修
工
、
塗
装
補
修
工
、
鋼
構
造
物
補
修
工
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
脚
補
修
工
、
恒
久
足
場
工
、
鋼
製
階
段
・
タ
ラ

ッ
プ
工
、
仮
設
足
場
工
、
調
査
工
―
な
ど
。
ボ
タ
ニ
カ
ル

ブ
ラ
ス
ト
工
法
は
、
上
部
工
塗
装
補
修
工
1
2
2
0
㎡
の

表
面
研
掃
に
使
わ
れ
る
。

注
2

塗
装
塗
替
え
時
に
旧
塗
膜
が
密
着
し
て
い
る
健

全
部
を
、
そ
の
ま
ま
塗
装
下
地
と
し
て
残
す
技
術
。

注
3

植
物
由
来（
ボ
タ
ニ
カ
ル
）の
研
掃
材
で
行
う
ブ

ラ
ス
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。
今
回
は
コ
ー
ン
材
を
使
う
。
極

東
メ
タ
リ
コ
ン
工
業
が
商
標
を
取
得
済
で
、特
許
出
願
中
。

注
4

4
面
参
照

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社

橋
梁
は
7
千
億
円

床
版
取
替
な
ど

２０２３年（令和５年）２月15日（水）

はしの魅力を伝えます第118号（毎月1日・15日刊）�橋梁通信社

橋 技術 そして文化

発行所 株式会社橋梁通信社
〒101‒0051 東京都千代田区
神田神保町1‒64 神保町ビル
電話０３（６７１５）７２３４ FAX０４６（２３２）２８７５
info@a-kyoryo.com
https : //kyoryo2.com
インスタ（a.kyoryo）始めました


